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研究シーズの概要 
タスク群が相互に連携して実時間処理を⾏う粗粒度マルチタスクシステム（組込みシステム、制御系システムなど）の動
作仕様、実⾏環境におけるリソース制約、および各リソースのスケジューリング⽅針が与えられたときに、システムの性能要
求（スループットなどへの要求）を満たすか否かの検証、および、最適化に関する研究を⾏っています。

研究シーズの詳細 
◆研究例◆
⽩線に沿って⾃⾛するロボットであるライントレースカーなど
の制御プログラムに対して、例えば最も速く⾛⾏するために
は、モーターの性能に対してマイコンの性能（動作周波
数）やプログラムの単位時間の実⾏回数をどのように決定
したらよいか︖などの組込みシステム設計問題を、パラメト
リック実⾏時間解析を⽤いて解く研究に取り組んでいま
す。

◆研究例◆
システム LSI や⾞載システムにおいて、個々の機能モジュ
ール群の間で⼀定量の計算や通信を⼀定時間内で処理
する要求があるときに、どのような構造でどのような速度のプ
ロセッサ、メモリ、ネットワーク等の計算資源を組み合わせれ
ば、各計算や通信に対するすべての要求を満⾜しつつ、全
体のシステム製造コストを最⼩化できるかという応⽤例へ
の適⽤を試みています。

想定される⽤途・応⽤例 
◆組込みシステムのハードウェア/ソフトウェア協調設計
◆ロボットなどの制御⽤実時間システムの設計最適化
◆

セールスポイント 
安易に AI に頼るのではなく、論理的に正しさを証明したアルゴリズムにより、なぜ問題が解決できるのかが明確に分かる
問題解決を⽬指しています。企業の皆様の抱えている具体的な課題に学術的な新規性を⾒出して、相互に実りのある
共同研究ができれば幸いです。 
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